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第1日 ６月２日（土） 

※ 学会受付（8:30～）：３Fロビー 

※ クローク：演習2  ／  休憩室：S501 

 

□ 開会の挨拶（9:00） 

東北福祉大学学長   萩 野 浩 基 

印度学宗教学会会長  鈴 木 岩 弓 

□ 研究発表（9:10～11:50） 

1. 仙台藩における陰陽道思想―名取春仲を中心に―  門間 全      （東北大学） 

2. 山伏神楽における「神降ろし」と「神送り」の成立 

―岩手県の事例から―    千葉 暁子     （東北大学） 

3. 「丑の刻参り」研究の現状と課題    東 迅     （東北大学） 

4. 古代日本における蛇観念 

―『古事記』『日本書紀』『風土記』を通して― 王 立雪     （東北大学） 

5. ネワールの米飯の授受規制 

―バルチョレー神輿祭りを通して―   工藤 さくら  （東北大学） 

6. 医療現場における仏教者―長岡西病院をモデルにして― 森田 敬史   （東北大学） 

7. 津波の被害を受けた墓―宮城県岩沼市の墓地にみる― 小田島 建己  （東北大学） 

8. 生・死・死後の色のイメージ 

―美大生への質問紙調査から―                    久保田 力（東北芸術工科大学） 

 

□理事会 （12:00～12:30） 

□評議員会（12:30～13:00） 

基調講演（13:20～15:10） 

死者を記憶するということ                           山形 孝夫 （宮城学院女子大学） 

原始仏教からの視点                     村上 真完         （東北大学） 

公開シンポジウム「宗教の力―〈絆〉再考―」（15:20～17:30） 

司会                                斉藤 仙邦 （東北福祉大学） 

亡き人との〈絆〉と宗教の力―がん患者遺族の語りより―     井藤 美由紀  （京都大学） 

生者と死者をつなぐ〈絆〉 

―死者ヴィジョンの意味するもの―                 大村 哲夫    （東北大学） 

超えて、つながる、宗教的ケア  

―「心の相談室」の活動より―                  谷山 洋三    （東北大学） 

フランスの社会的カトリックに関する一考察 

―マルク・サンニエの「シヨン」を中心に―       伊達 聖伸    （上智大学） 

 仏教信仰は救済の力になったのか                   川村 昭光 （東北福祉大学） 

□ 総 会  （17:40～18:30） S500 

□ 懇親会 （18:40～20:40）  国際交流ホール（8F） 



第2日 ６月３日（日） 

 

 

□ 研究発表（9:00～12:40） 

1. ウィリアム・ジェイムズの回心論―神秘主義と連関して― 陳 宗炫       （東北大学） 

2. 掃除と家事―天照皇大神宮教にみる世界観―  髙棹 健太      （東北大学） 

3. 戦後日本のキリスト教と大阪万博キリスト教館  川口 葉子      （大阪大学） 

4. インターネットの中の流行神―「願いの宮」を事例に― 黄 緑萍       （東北大学） 

5. ミイラにみる宗教の力―〈絆〉再考―   モリス・ジョン  （東北大学） 

6. 英国人行政官 A.J.N.リチャードによるアダットの記録 

―サラワクにおける慣習、法、宗教―  土佐 美菜実    （東北大学） 

7. ツォンカパの臨終釈『黄金の門を開く』について      菊谷 竜太      （東北大学） 

8. ， ， の 

語義と語の構成について    笠松 直  （仙台高等専門学校） 

9. 大陸における対「喇嘛教」活動―寺本婉雅を中心に― 高本 康子     （北海道大学） 

10. 井筒俊彦の宗教理解とその特徴    澤井 義次      （天理大学） 

11. ウダヤナにおけるダルマキールティ引用の経緯  木村 俊彦 （四天王寺大学） 

 

 

□ 研究発表（13:20～17:20） 

1. アメリカの新聞にみるラインホールド・ニーバーの位置 澤井 治郎      （東北大学） 

2. ジョルジュ・バタイユにおける命令的な排除行為とその快楽 斎藤 喬    

3. 民俗仏教論の形成過程―五来重を中心に―   阿部 友紀    

4. ヴェーダ文献における誕生の神話と儀礼   西村 直子      （東北大学） 

5. オランダ構造人類学における宗教研究 

―J・G・ヘルトのトリックスター論を中心に― 相澤 里沙 （日本学術振興会） 

6.  M．エリアーデとエラノス会議    佐藤 慎太郎     （東北大学） 

7. タウバとコンバージョン―両者の語源的考察―  徳田 幸雄       （東北大学） 

8.  について     村上 幸三   

9. 西スマトラ震災後の集団埋葬をめぐる葛藤 

―住民、宗教者、地域政府―   木村 敏明      （東北大学） 

10. 韓国先祖供養齋の一例     権 来順        （東北大学） 

11. クマーリラと    吉水 清孝      （東北大学） 

 

□ 閉会の挨拶 

第 54 回学術大会実行委員長   斉 藤 仙 邦 


